
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１７ 年 3 月 

社会福祉法人神奈川県総合リハビリテーション事業団 

厚木看護専門学校 
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1．2016 年度の自己点検・自己評価 

１）取り組み総括 

自己点検・自己評価の実施は、2005 年度より 2014 年度までは 2年毎であった。PDCA サイク

ルを効果的に回していくために、2015 年度より毎年の実施とした。 

2016 年度は、2015 年度の評価から５つの課題を見出し取り組んだ。以下に課題の取り組みを

述べる。 

（１） 学校運営：キャリア評価が不明瞭であり、今年度より教員へのステップを導入し、教員はステッ 

プ 3 修得とみなし、ステップ 4 から開始できるようになった。 

（２） 教育活動：教育の質の向上のため、今年度より学校関係者評価や教育課程編成会議の委員 

に卒業生や保護者・地域の方などが実施し課題に取り組んだ。また、第三者授業

評価に、授業評価の実施後、授業のリフレクションを取り入れ、各教員の教育の向

上に取り組んだ。 

（３） 実 習：臨地実習指導における学生の学びを保障するために、次年度より臨地実習指導者 

の役割を実習ガイダンスに明文化する準備を行った。 

（４） 学修成果：卒業後のキャリア形成への効果を把握し、学校の教育活動の改善に活用されてい 

ない状況であり、今年度より「新人看護師のつどい」にアンケートを実施した。 

（５） 研究活動への支援：各教員の研究や学会報告を教育会議にて教職員間で伝達・共有し、今 

年度より研究発表内容を職員室前に掲示した。 

 

２）実施 

 2016 年度も自己点検・自己評価は全職員で取り組んだ。また、今年度より事業団関係者以外 

の学校関係者評価にも取り組んだ。よって今年度から学校関係者評価は、厚木看護専門学校関 

係者評価会議「明日の厚木看護専門学校を考える会」と事業団関係者による評価の２本立てとし 

た。 

（１）自己点検・自己評価について 

①対象者：教職員 31 名 回収率 100％ 

②実施日：2016 年 11 月 10 日～2016 年 11 月 21 日 

③評価項目：Ⅰ教育理念･目的、人材育成、Ⅱ学校運営、Ⅲ－１教育活動－２実習、  

Ⅳ学修成果、Ⅴ－１学生支援－２学生生活の支援、Ⅵ教育環境、Ⅶ学生募集、 

Ⅷ財務、Ⅸ法令等の遵守、Ⅹ社会貢献・地域交流、Ⅻ看護研究 

④評価基準：「不適切…1、やや不適切…2、ほぼ適切…3、適切…4」の 4 段階とした。 

⑤結 果：2016 年度自己点検・自己評価の結果は、全体平均 3.57 で、昨年同様の水準を 

維持している。2016 年度の結果 3.5 以下は「学修成果」と「財務」の 2 項目であ 

った。詳細はレーダーチャート図１に示した。 

⑥今後の課題：2016 年度の結果 3.5 以下の「学修成果」と「財務」の 2 項目は次年度の重点 

課題である。今後も教職員全員が自己点検・自己評価の意義を考え情報共有 

しながら取り組む。 

（２）学校関係者評価（厚木看護専門学校関係者評価会議）について 
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①対象者：9 名であり、その内訳は卒業生、地域関係者、保護者、講師、実習施設等の関連業

者 

②実施日：2016 年 9 月 8 日 

③方 法：2015 年度自己点検・自己評価結果と取り組みの報告と意見交換 

④内  容：主に「卒業時に期待するための能力」の育成・支援について話し合った。 

（３）学校関係者評価（事業団関係者）について 

①対 象 者：3 名であり、その内訳は神奈川県総合リハビリテーション事業団 事務局長 看護 

局長２名 

②実 施 日：2016 年 12 月 21 日 

③評価項目：Ⅰ教育理念、目的、人材育成、Ⅱ 学校運営、Ⅲ－１教育活動－２実習、 

Ⅳ学習成果、Ⅶ学生募集、Ⅷ財務、Ⅸ法令等の遵守 

④評価基準：「不適切…１、やや不適切…２、ほぼ適切…3、適切…4 」の 4 段階とした。 

⑤結 果：2016 年度の結果は、全体平均 3.68 で、昨年同様の水準を維持している。2016 年 

度の結果 3.5 以下は、「教育理念、目的」と「学校運営」の 2項目であった。 

詳細にいてはレーダーチャート図３に示した。 

⑥改善への意見 

・評価結果に合わせて対応策も公表し、何が課題なのかよく整理されていた。 

・「中期的に見て財政的に財務基盤が安定しているのか」の項目についてについて取り組ん 

でいると感じた。 

･学生確保、看護師確保、看護教員確保はお互いに連携を図っていかなければ、質の良い 

学生、看護師は育たないため、協力をさらに深め、質の良い学生を育て病院に来ていた

だく。 

･学校関係者評価を毎年実施する必要があるのか。 

以上の学校関係者評価の意見を参考にしながら、次年度の教育の質および学校運営へ役 

立てていく。 
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2015 年度と 2016 年度自己点検・自己評価、学校関係者評価大項目の平均値の結果をレーダ

ーチャート図１から図３に示す。 
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各項の細項目のレーダーチャートを図４から図１６に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0
①学校の理念目的育成人材像

②学校における職業教育の特色

③学校の将来構想④学生保護者等に周知

⑤業界のﾆｰｽﾞに向けられているか

図４ 教育理念・目標

2016年

2015年

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0
①運営方針の策定

②事業計画

③運営組織や意思決定機能

④規程の整備

⑤意思決定ｼｽﾃﾑの整備

⑥ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ体制の整備

⑦情報公開

⑧業務の効率化

⑨安全対策の整備

⑩学校安全保健、消防計画の作成

図５ 学校運営

2016年

2015年
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4.0
①教育課程編成実施方針

②教育到達レベル確保

③体系的な編成

④工夫・開発

⑤ｶﾘｷｭﾗﾑ作成見直

⑥体系的位置づけ

⑦授業評価実施評価

⑧外部関係者評価

⑨成績評価・単位認定

⑩指導体制、ｶﾘｷｭﾗﾑ体系

⑪人材育成に向けた授業

⑫優れた教員の確保

⑬資質向上の取組

⑭能力開発のための研修

図６ 教育活動
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2015年
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1.0

2.0

3.0

4.0

①実習施設の教育理念・

目標の理解

②学生支援の体制整備

③臨地実習指導者の役割

④教員の役割

⑤臨地実習指導者と教員の

協働体制

⑥対象者の権利を尊重する

ための考え方

⑦学生への計画的な指導

⑧学生が関係する事故の

把握、分析

⑨安全教育、対策の実施

図７ 実習

2016年

2015年
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4.0
①就職率の向上

②資格取得率の向上

③退学率の低減
④卒業生在校生の社会的な活

躍及び評価

⑤教育活動の改善

図８ 学修成果

2016年

2015年

2.5

3.0

3.5

4.0
①進路・就職の支援体制

②学生相談

③経済的な支援体制

④健康管理を担う組織体制

⑤課外活動の支援体制

⑥学生の生活環境への支援

⑦保護者と適切な連携

⑧卒業生への支援体制

⑨教育環境の整備

⑩高校等との連携

図９ 学生支援

2016年

2015年
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2016年
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①入学後に学修を継続

できる支援

②支援体制は、学修の

継続を助けている

図10 学生生活の支援

2.5

3.0

3.5

4.0

①施設・設備は、教育上の必

要性に十分対応できる

②実習施設などの十分な教育

体制

③防災に対する体制の整備④防災対応マニュアル

⑤学生への防災対策の周知

図１１ 教育環境

2016年

2015年
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3.5

4.0
①学生募集活動

②教育成果の正確な伝達③学納金

図１２ 学生の受け入れ募集

2016年

2015年

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0
①中長期的な財務基盤の安定

②有効かつ妥当な予算・

収支計画

③財務の会計監査

財務情報公開の体制整備

図１３ 財務

2016年

2015年
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2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

①法令、専修学校設置基準等

の遵守と適正な運営

②個人情報の保護の

ための対策

③自己評価の実施と問題点の

改善

④自己評価結果の公開

図１４ 法令等の遵守

2016年

2015年

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0
①社会貢献・地域貢献の実施

②学生のボランティア活動
③地域に対する

積極的な受託

図１５ 社会貢献・地域貢献

2016年

2015年
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4.0
①教員の研究活動への支援

②教員の研究活動を

助言検討する

③研究活動を支援し合う

文化的素地

図１６ 研究活動への支援

2016年

2015年


